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jun@nakahara-lab.net
http://www.nakahara-lab.net/

中原 淳（東京大学）

開発コンセプト・プロジェクト概要
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学習者の英語利用文脈にあったストーリー
- あなたが将来耳にする英語 -

は…

携帯電話による反復学習：聴解指導理論

企業向けモバイルリスニング教材企業向けモバイルリスニング教材

ワークショップでのビジネス提案

それってウチの会社ならあるかも・・・
わたしもいつか経験するかも・・・

CESP
Contexualized English for Specific Purpose
あなたが将来耳にする英語：あなた仕様の英語

CESP
Contexualized English for Specific Purpose
あなたが将来耳にする英語：あなた仕様の英語

• 学習者の英語利用文脈
に即したリスニングスキット

– あなたの勤務する組織文脈に即した英語

– あなたが将来利用する英語

仮説

– 学習者の英語利用文脈に即したリスニングスキットで
学ぶ方が、学習効果が高いハズ

• リスニング能力向上

• 学習継続率 英語不安の低下

• 英語での自社の説明能力
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CESP（あなたが将来耳にする英語）
の開発プロセス

①ヒアリング
教育学者、経営学者、英語教育学者
のチームで、ｌ役員、人事部長にヒアリング

・事業概要と今後の予想
・経営戦略と英語利用文脈

②ストーリー
メイキング

・ストーリーを書く
・若手社員へのチェック
・うちの会社ならあるかも

度の向上

③カリキュラム化

・学習目標の設定
・問題開発と系列化
・XMLのかたちに表現

・システムへ実装
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ベネッセ社のCESP

• 東アジアの国々への視察

–①教育行政官に話を聞く

–②保護者に話を聞く

–③現地の教員に話を聞く

–④聞いた内容を報告書にまとめる

–⑤帰国してプレゼンを行う

–※自社の説明をする

事業立ち上げのための”視察 de English”事業立ち上げのための”視察 de English”
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今年は「形成的評価」をしました…
＝本番の前にそもそもシステムが動くかを確認

• 実証実験

–1週間（本番では3週間）

–ベネッセ社員様 23名

• 検証目標

–システムが稼動するか？

• 学習効果

• 質問紙調査

–CESPの学習効果は2008年度に検証
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北村 智島田徳子山田政寛

どんなシステムなの
か、紹介します・・・

どんなコンテンツな
のか、背景にある理

論を紹介します

どんなインパクトが
あったか、紹介しま

す

① ② ③
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masanori-y@ak.cradle.titech.ac.jp
http://www.ak.cradle.titech.ac.jp/

なりきりEnglish!の開発
～システムとコンテンツについて

山田 政寛 （東京大学、青山学院大学、東京工業大学）
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システム要件

文脈文脈

簡易簡易

きっかけきっかけ

隙間隙間時間時間

質質

－リアルに感じるー

－見やすい・聞きやすいー －始めやすいー

－ちょっと学習できるー －内容を容易に編集するー

動画像動画像

音質音質

学習進捗管理学習進捗管理 開発ツールいらず開発ツールいらず

メールメール
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• クライアント側はAdobe Flashで開発

システム開発

動画・音質動画・音質動画・音質

学習進捗管理学習進捗管理学習進捗管理

開発ツール不要開発ツール不要開発ツール不要

メールメールメール

Flash VideoFlash Video
を採用を採用

ログをローカルとログをローカルと
サーバーで管理サーバーで管理

XMLXMLでコンテンツでコンテンツ

構造・内容を管理構造・内容を管理

朝と夜にメール配信朝と夜にメール配信
メールからシステム起動メールからシステム起動
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システム構成図

MTA
(qmail)

POP
クライアント

XML

Log

ログを見る

読むデータを見る

添付ファイル
より起動

ログ管理
機能

WEB Server
(Apache)

ログ管理
ＤＢ

MySQL

メール
送信

ログ送信

クライアント サーバー



2007/3/25

Copyright(C) 2007 Narikiri Project, All rights reserved. 3

Copyright(C) 2007 Narikiri Project, All rights reserved. 13

全体の流れ

ワークショップ①
学習する文脈を与える

1人で学習
文脈に沿ったコンテンツ

を聞いて学習する

ワークショップ②
学習の成果を確認
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ワークショップ① - 学習の文脈

先輩と一緒に調査のために出張する状況先輩と一緒に調査のために出張する状況
ーー 議事録係としてお供する状況議事録係としてお供する状況

（リスニングしなければならない機会の設定）（リスニングしなければならない機会の設定）

上司から重要な任務を与えられる状況上司から重要な任務を与えられる状況
ーー 業務で有り得ること業務で有り得ること((オーセンティシティーオーセンティシティー))

業務に関係する基本的背景知識を調査する業務に関係する基本的背景知識を調査する

議事録作成・報告書作成する状況議事録作成・報告書作成する状況
（リスニングの成果を出す機会の設定）（リスニングの成果を出す機会の設定）

①①

②②

③③

④④
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なりきりEnglish!：学習の流れ
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① 今日の目標

•• その日の学習目標をその日の学習目標を
表示表示
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② 知っていますか？

•• リスニング内容についてリスニング内容について
クイズ形式クイズ形式で学習するで学習する
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③ 今日のキーワード

•• リスニングの内容にリスニングの内容に
関する最重要語句に関する最重要語句に
ついて学習するついて学習する
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④ おためしリスニング

•• 今の実力で力試し今の実力で力試し
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⑤ ざっくりリスニング

•• 話の要点を聴く学習話の要点を聴く学習

•• 要点要点に関係する問題に関係する問題
が提示され、○が提示され、○××でで
回答する回答する
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⑥ つかんでリスニング

•• 語句が発せられた時語句が発せられた時
にしっかり聞き取ることにしっかり聞き取ること
ができるために学習ができるために学習
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⑦ じっくりリスニング

•• 数字数字（例：売上高）（例：売上高）など、など、
細かい内容を理解す細かい内容を理解す
るための学習るための学習

•• 「ざっくりリスニング」「ざっくりリスニング」
よりも詳しい内容によりも詳しい内容に
ついて出題されるついて出題される
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⑧ 今日のまとめ

•• 今日のリスニング内今日のリスニング内
容をまとめた文章を容をまとめた文章を
完成させる完成させる

•• 下の選択肢からペン下の選択肢からペン
でドラッグ＆ドロップでドラッグ＆ドロップ
で正しい順番に並びで正しい順番に並び
替える替える
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1日の流れ – 朝
朝7時、W-Zero3にメールが
届く

クリックしてクリックして
「なりきり「なりきりEnglishEnglish」の」の
11日がスタート日がスタート!!!!
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1日の流れ –– 通勤中やちょっとした時間に・・・通勤中やちょっとした時間に・・・

①① 今日の目標から⑧今日の目標から⑧ 今日のまとめまで通勤中や今日のまとめまで通勤中や
ちょっとした休憩時間に学習するちょっとした休憩時間に学習する
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1日の流れ － 夜
夜8時、W-Zero3にメールが
届く

クリックしてクリックして
「なりきり「なりきりEnglishEnglish」の」の11
日が終わりへ近づく日が終わりへ近づく

⑨ おやすみリスニング
（１日のおさらい）

・1日の内容をスクリプトを
見ながら聴くことができる

・スクリプトを非表示にして、
リスニングすることも可能
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ワークショップ② - 学習の成果確認

一人で学んだ成果を持ち寄って
グループでみんなで最終プレゼン！

「ひとりで学習」時
に他のメンバーとは違う
スキットが流れている
ので、情報交換は

重要！！
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まとめ

通勤時間や休憩時間、普段の生活の中での通勤時間や休憩時間、普段の生活の中での
ちょっとした時間を使って学習ができるように設計ちょっとした時間を使って学習ができるように設計

業務と関連づいた文脈・コンテンツを提供することで業務と関連づいた文脈・コンテンツを提供することで
内容への親近感・背景知識→継続的な学習＝学習効果ＵＰ内容への親近感・背景知識→継続的な学習＝学習効果ＵＰ

朝と夜のメールと添付ファイルから朝と夜のメールと添付ファイルから
起動することで学習を始めやすい設計起動することで学習を始めやすい設計

学習者によって異なるスキットを配信することで学習者によって異なるスキットを配信することで
学習者間のインタラクションが増え、ワークショップが学習者間のインタラクションが増え、ワークショップが

活発化活発化

①①

②②

④④

③③
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なりきりEnglish！
教材設計のためのセオリー

島田徳子（独立行政法人 国際交流基金）
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日常生活の中の聴解

私たちの日常生活で、「聞くこと」に使う

時間の割合はどのくらいでしょう？

「聞くこと」はコミュニケーション活動の中心「聞くこと」はコミュニケーション活動の中心

40%～50% と言われています
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言語学習の中で聴解が持つ役割

モニター

インプット 理解できるインプット 運用力 アウトプット

理解できな
いものを含
んだ

推測

予測

文脈・場面

背景知識

意味と形式の照合

言語知識

第２言語の習得過程 Ellis(1995 )改
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聴解の過程

聴解とは、

言語知識を活用し、また、

文脈・場面や背景知識を手がかりにして、

音声から意味を構築する過程

聴解は、アクティブな活動である聴解は、アクティブな活動である
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ボトムアップ処理

インプット 理解できるインプット 運用力 アウトプット

理解できな
いものを含
んだ

推測

予測

文脈・場面

背景知識

意味と形式の照合

言語知識

ボトムアップ

第２言語の習得過程 Ellis(1995 )改
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トップダウン処理

インプット 理解できるインプット 運用力 アウトプット

理解できな
いものを含
んだ

推測

予測

文脈・場面

背景知識

意味と形式の照合

言語知識

トップダウン

第２言語の習得過程 Ellis(1995 )改
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効果的な聞き手の聴き方は？

トップダウン処理を最大限駆使し、

必要に応じてボトムアップ処理で補う

Mendelsohn(1994), Rost(2001), 

Nunan(2002), 横山(2005) など

聴解ストラテジーを意識化する聴解ストラテジーを意識化する
聴解指導法の提案聴解指導法の提案
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聴解ストラテジーとは

聞き手が音声言語を理解しようとす
るときに

聞き取れない部分の理解を補うため
に用いる

意識的な計画である
Rost,(2001)改
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聴解ストラテジーを意識化する
聴解指導法

プレリスニングでは、プレリスニングでは、
聞くための動機付けを行い、既有知識を生かすなど聞くための動機付けを行い、既有知識を生かすなど

トップダウン的トップダウン的な聞き方を支援するな聞き方を支援する

聴解指導を、聞く前の活動聴解指導を、聞く前の活動((プレリスニングプレリスニング）、）、
聞きながらの活動聞きながらの活動((リスニングリスニング））

聞いた後の活動聞いた後の活動((ポストリスニングポストリスニング）の３段階に分ける）の３段階に分ける

リスニングでは、リスニングでは、
ボトムアップとトップダウンボトムアップとトップダウン双方の聴解過程を双方の聴解過程を

意識した練習を行い、自らの意識した練習を行い、自らの理解を確認理解を確認しながら聞くしながら聞く

ポストリスニングでは、ポストリスニングでは、
聞いて理解したことに対して学習者に能動的な聞いて理解したことに対して学習者に能動的な

何らかの反応を求め、何らかの反応を求め、理解を確認理解を確認させるさせる

①①

②②

③③

④④
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なりきりEnglish!：学習の流れ

①～③①～③
プレリスニングプレリスニング

④～⑦④～⑦
リスニングリスニング

⑧⑧,,⑨⑨
ポストリスニングポストリスニング
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教材構成とストラテジー

◎⑨おやすみリスニング

◎⑧今日のまとめ
ポ
ス
ト

○◎◎⑦じっくりリスニング

○◎⑥つかんでリスニング

○(○）◎⑤ざっくりリスニング

◎④おためしリスニング
リ
ス
ニ
ン
グ

○◎③今日のキーワード

◎②知っていますか

◎①今日の目標

プ
レ

理解の確認ボトムアップトップダウン教材構成

◎：主ストラテジー

○：副次的ストラテジー
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① 今日の目標

•• その日の学習目標をその日の学習目標を
表示表示

•• どのようなことが理解どのようなことが理解
できればよいのかをできればよいのかを
表示する表示する
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② 知っていますか？

•• リスニング能力向上リスニング能力向上
のため有効とされるのため有効とされる
背景知識を提示背景知識を提示

•• クイズ形式クイズ形式で「これかで「これか
ら聞く内容」に関連すら聞く内容」に関連す
る知識を問うる知識を問う
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③ 今日のキーワード

•• その日のリスニング内その日のリスニング内
容を理解するために容を理解するために
必須となる語句を学必須となる語句を学
習する習する

•• 線結び課題になって線結び課題になって
いるいる
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④ おためしリスニング

•• 今日の内容を何も見今日の内容を何も見
ないで「チャレンジ」のないで「チャレンジ」の
意味で聞いてみる意味で聞いてみる

•• どのくらい理解できたどのくらい理解できた
か自己評価するか自己評価する
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⑤ ざっくりリスニング

•• 全体的に聞いて、要全体的に聞いて、要
点を理解する学習点を理解する学習

•• 聞き取りのポイントを聞き取りのポイントを
表示する表示する

•• リスニング後、要点にリスニング後、要点に
関係する問題が提示関係する問題が提示
され、○され、○××で回答すで回答す
るる
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⑥ つかんでリスニング

•• リスニングしながら、語句リスニングしながら、語句
を聞き取る学習を聞き取る学習

•• 聞き取れたらチェックする聞き取れたらチェックする

•• 日本語の意味も見ること日本語の意味も見ること
ができるができる

•• チェック語句はそれら語句チェック語句はそれら語句
が発せられるが発せられるパラグラフのパラグラフの
み表示み表示されるされる

•• その語句が発せられる時その語句が発せられる時
間から間から数秒の間数秒の間にチェッにチェッ
クされたものだけがクされたものだけが正答正答
として判定されるとして判定される
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⑦ じっくりリスニング

•• 数字など、細かい内数字など、細かい内
容を理解するための容を理解するための
学習学習

•• 「ざっくりリスニング」「ざっくりリスニング」
よりも詳しい内容によりも詳しい内容に
ついて出題されるついて出題される

Copyright(C) 2007 Narikiri Project, All rights reserved. 51

⑧ 今日のまとめ

•• 今日のリスニング内今日のリスニング内
容をまとめた文章を容をまとめた文章を
完成させる完成させる

•• 下の選択肢からペン下の選択肢からペン
でドラッグ＆ドロップでドラッグ＆ドロップ
で正しい順番に並びで正しい順番に並び
替える替える
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⑨おやすみリスニング（１日のおさらい）

・1日の内容をスクリプトを
見ながら聴くことができる

・スクリプトを非表示にして、
リスニングすることも可能
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「なりきりEnglish!」のインパクト：
学習教材としての評価

北村 智（東京大学）
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評価の観点

モバイル利用について：
モバイルでやってよかったのか？

学習効果について：
なりきりEnglish!で学習すると効果があるか？

文脈について：
文脈にあったストーリーだとどうなったか？
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なお・・・

• 今年度は形成的評価

– 教材としてOKなのかを中心に検証

• Contextualized ESPの効果は・・・

–来年度、じっくりと検証していきます

–今年度は副次的効果の点について
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評価の方法

• 実証実験

– 参加者はベネッセ社員様23名

– データが取れたのは20名

– 期間は１週間
（今年は形成的評価のため）
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モバイル利用について

屋外で実際利用したのか？

• モバイルでやることのメリット

– いつでもどこでも

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩で移動しているとき

電車・バスなどを待っているとき

電車・バスなどに乗っているとき

会社にいるとき

出先にいるとき

いずれか一つでも
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フォローインタビュー

• 実際にはいつどこでやった？

– 就業後の会社の図書館やお昼休み

– 通勤電車の中

– 自宅

• メールで起動するシステムはどう？

– やらなくてはという気持ちになる

– 時間を自分で変更できるともっといい
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学習効果について
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リスニング力はどうなったか？（１）

• ストーリーと同じ文脈
のリスニングテスト

• 事後のほうが得点
が高い

– 統計的に有意な差
10

12

14

16

18

20

事前 事後

p <.05
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リスニング力はどうなったか？（２）

• 一般的な英語力テスト

– 大意把握（上）

– 具体情報の聞き取り
(下)

• 大意把握のスコアは
変わらなかった

• 具体情報の聞き取りの
スコアは上昇

130

140

150

160

170

180

190

200

事前 事後

130

140
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160

170

180

190

200

事前 事後

p <.10

n.s.
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30
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英語不安はどうなったか？

• 英語不安

– 英語に対する自信の
なさ

– 質問紙で測定

• 学習後には英語使用
に対する不安が低下

p <.01
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文脈について

Copyright(C) 2007 Narikiri Project, All rights reserved. 65

文脈にあったストーリーは
どう効いたか？

• 「ベネッセの事業内容を
英語で説明してください」

• 語彙・表現、正確さ、
わかりやすさ、
を各４点満点で採点

• 学習後に、得点が有意に
向上
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事前 事後

p <.001
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まとめ

• モバイル利用について：

–「いつでもどこでも」学習が行なえた

• 学習効果：

–一週間であってもリスニング力への効果

–英語不安の低下

• 文脈の効果：

–自社の事業内容に関する説明力向上

■プロジェクト総括
中原淳

■共同研究・協力
（ベネッセコーポレーション）
和気竜也
中野真衣
秋山大志

■共同研究・協力
（スパイスワークス）

関根氏
中村氏
大野氏
藤田氏

■制作統括
大房潤一

■キャラクター・ロゴデザイン
こじまはるか

■マニュアル作成
石垣佐保子（デザイン）

■英語チーム
島田徳子
リチャードハリソン
山口悦司
長岡健
栗原美和
西森年寿
望月俊男

■ワークショップチーム
三宅氏
「ひとりチーム！」

■冊子チーム
館野氏
「ひとりチーム」かい！

■評価チーム
北村 智
他各チームのディレクター

実証実験に
ご参加いただいた
ベネッセ社員の
皆様に
この場を借りて
感謝いたします！
ありがとうございました！


